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●
は
じ
め
に

―「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」と
は
？
―

二
〇
一
一
年
六
月
国
連
人
権
理
事
会

で
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導

原
則
⑴

」（
以
下
、
指
導
原
則
）
が
承

認
さ
れ
た
。
国
連
人
権
シ
ス
テ
ム
初
の

企
業
を
名
宛
人
と
し
た
国
際
文
書
で
あ

る
。
こ
の
原
則
が
承
認
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯
と
承
認
後
の
展
開
に
つ
い
て
論

じ
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
の
「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
用

語
を
取
り
上
げ
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

指
導
原
則
の
内
容
に
対
し
て
私
た
ち
日

本
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ
抱
く
疑
問
や

違
和
感
は
、
日
本
で
語
ら
れ
る
「
人

権
」
と
世
界
で
語
ら
れ
る
「H

um
an 

Rights

」
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
密
接
に
関
係

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
権
と
い
う

単
語
か
ら
私
た
ち
日
本
人
が
抱
く
イ

メ
ー
ジ
は
「
み
ん
な
仲
良
く
」「
思
い

や
り
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
場
合
が
多

い
。
一
方
、
英
語
のH

um
an Rights

は
、
複
数
形
の
Ｓ
が
付
く
可
算
名
詞
で

あ
り
、
実
際
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る

具
体
的
な
も
の
で
、
例
え
ば
、
世
界
人

権
宣
言
に
は
、
生
命
へ
の
権
利
、
身
体

の
安
全
へ
の
権
利
、
相
当
な
生
活
水
準

へ
の
権
利
、
労
働
へ
の
権
利
、
教
育
へ

の
権
利
な
ど
の
具
体
的
な
二
八
の
権
利

と
自
由
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

人
権
を
「
誰
の
何
の
権
利
か
」
と
い

う
視
点
か
ら
よ
り
具
体
的
に
考
え
、
企

業
の
事
業
活
動
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
原
材
料
や
資
材
の
調
達
か
ら
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
最
終
消
費
者
へ
と
販
売
さ

れ
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
ま
で
の

一
連
の
流
れ
）
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
ど

う
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
健
康
へ
の
権

利
」
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
自
社
で

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
長
時
間
労
働
者

の
健
康
管
理
の
取
組
み
は
「
労
働
者
の

健
康
へ
の
権
利
」、
ま
た
公
害
や
廃
棄

物
に
よ
る
健
康
被
害
は
「
地
域
住
民
の

健
康
へ
の
権
利
」、
ま
た
食
品
や
製
品

使
用
の
安
全
性
の
確
保
は
「
消
費
者
の

健
康
へ
の
権
利
」、
そ
し
て
自
社
の
Ｑ

Ｃ
Ｄ
（
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
）
の
要

求
が
取
引
先
に
お
け
る
安
全
や
労
働
時

間
、
健
康
の
管
理
を
妨
げ
て
い
な
い
か

ど
う
か
の
配
慮
は
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
上
の
労
働
者
の
健
康
へ
の
権
利
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
健
康
へ
の
権
利
」

ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
労
働
者
と
接
す
る

人
事
や
人
権
啓
発
は
も
ち
ろ
ん
、
調
達
、

販
売
、
営
業
、
広
報
、
そ
し
て
経
営
企

画
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
、
自
社

の
み
な
ら
ず
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体

に
お
い
て
、
人
権
課
題
と
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
「
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
」
と
い
う
視
点
は
、
人

権
が
企
業
経
営
や
事
業
活
動
全
体
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
視
点
か
ら
企
業
責
任
を
定
め

た
指
導
原
則
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
だ
ろ
う
か
。

●
指
導
原
則
と
は
何
か

指
導
原
則
は
三
一
の
原
則
か
ら
な

る
。「
原
則
」
と
い
う
名
称
か
ら
も
分

か
る
と
お
り
、
法
的
拘
束
力
は
な
く
、

国
家
お
よ
び
企
業
に
新
た
な
法
的
義
務

を
課
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
目
的
は

政
策
的
な
も
の
で
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
」
に
関
す
る
共
通
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
確
立
す
る
こ
と

で
あ
る
。
企
業
の
社
会
的
責
任（
以
下
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
に
関
す
る
様
々
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
取
組
み
が
世
界
中
に
存
在
す
る

な
か
で
、
人
権
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し

て
世
界
の
動
き
を
ひ
と
つ
の
方
向
に
統

合
し
、
か
つ
長
期
的
な
向
上
を
目
指
す

た
め
に
二
〇
〇
八
年
「『
保
護
・
尊
重
・

救
済
』
枠
組
」
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の

枠
組
を
行
動
に
移
す
た
め
の
も
の
が
指

導
原
則
で
あ
る
。
指
導
原
則
は
、
国
家

の
人
権
保
護
義
務
、
企
業
の
人
権
尊
重

責
任
、
そ
し
て
救
済
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

三
つ
の
柱
か
ら
な
る
。

⑴
国
家
の
人
権
を
保
護
す
る
義
務

国
家
は
、「
領
域
内
お
よ
び
／
ま
た

は
管
轄
内
に
お
い
て
、
企
業
を
含
む
第

三
者
に
よ
る
侵
害
か
ら
個
人
の
権
利
を

保
護
」
す
る
義
務
を
負
う
（
原
則
一
）。

こ
の
義
務
は
言
い
換
え
る
と
、
企
業
が

人
権
を
尊
重
す
る
よ
う
確
保
す
る
義
務

で
あ
り
、
防
止
す
る
義
務
と
、
救
済
す

る
義
務
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
国

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る

国
連
指
導
原
則
の
形
成
と
展
開菅原 

絵
美

新興国・途上国における
ビジネスと人権
̶国家・企業・市民として̶
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家
は
実
効
的
な
政
策
、
立
法
、
規
制
お

よ
び
裁
判
を
通
じ
て
侵
害
を
予
防
し
、

調
査
し
、
処
罰
し
、
か
つ
補
償
す
る
た

め
に
適
切
な
手
段
を
と
る
。
こ
の
保
護

義
務
は
行
為
基
準
で
あ
り
、
企
業
に
よ

る
侵
害
が
直
接
国
家
の
義
務
違
反
と
な

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
適
切
な
措
置
を

欠
い
た
場
合
に
義
務
違
反
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
義
務
の
対
象
と
な
る
企
業

は
、
自
国
に
本
拠
地
が
あ
る
企
業
で
あ

り
、
事
業
活
動
そ
の
も
の
は
国
内
も
国

外
も
含
ま
れ
る
。
す
わ
な
ち
、
国
家

は
「
領
域
内
お
よ
び
／
ま
た
は
管
轄
内

に
拠
点
を
設
置
す
る
企
業
す
べ
て
が
そ

の
活
動
の
な
か
で
人
権
を
尊
重
す
る
よ

う
、
そ
の
期
待
を
政
策
に
明
確
に
反
映

す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵
企
業
の
人
権
を
尊
重
す
る
義
務

企
業
は
、そ
の
事
業
活
動
や
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
言
、

自
由
権
規
約
、
社
会
権
規
約
、
お
よ
び

労
働
に
お
け
る
基
本
的
原
則
お
よ
び
権

利
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
宣
言
に
規
定
さ
れ

る
諸
権
利
を
尊
重
す
る
責
任
を
負
う（
原

則
一
一
）。
こ
の
責
任
は
国
家
の
義
務
と

は
区
別
さ
れ
、
ゆ
え
に
企
業
は
、
ど
こ

で
事
業
を
展
開
す
る
場
合
で
も
、
国
内

法
に
よ
る
規
制
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、

国
際
人
権
基
準
を
遵
守
す
る
よ
う
期
待

さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
人
権
の
尊
重
、

す
な
わ
ち
人
権
を
侵
害
し
な
い
責
任
は
、

単
に
「
何
も
し
な
い
」
と
い
う
受
動
的

な
責
任
で
は
な
い
。
指
導
原
則
で
は
、

①
責
任
を
果
た
す
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
、
②
自
社
が

人
権
に
与
え
る
影
響
を
特
定
し
、
防
止

し
、
軽
減
し
、
対
処
す
る
人
権
デ
ュ
ー
・

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス
、
③
自

社
が
引
き
起
こ
し
、
ま
た
は
助
長
す
る

人
権
へ
の
悪
影
響
を
是
正
す
る
プ
ロ
セ

ス
、
の
三
つ
を
備
え
る
よ
う
求
め
て
い

る
（
原
則
一
五
）。
な
お
、
企
業
は
人
権

に
悪
影
響
を
生
じ
さ
せ
た
（
生
じ
さ
せ

る
）
た
め
に
責
任
を
負
う
の
で
あ
り
、

①
自
社
が
直
接
人
権
へ
の
悪
影
響
を
引

き
起
こ
し
助
長
す
る
場
合
は
そ
の
悪
影

響
の
是
正
ま
で
責
任
を
負
い
、
②
自
社

の
事
業
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
と
直
接
関

係
す
る
取
引
先
が
悪
影
響
を
引
き
起
こ

し
助
長
す
る
場
合
は
、
当
該
企
業
は
悪

影
響
の
是
正
ま
で
の
責
任
は
問
わ
れ
な

い
も
の
の
、
取
引
先
に
対
し
是
正
す
る

よ
う
働
き
か
け
る
責
任
を
負
う
。

⑶
救
済
へ
の
ア
ク
セ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
し
た
人
権
侵
害
が

生
じ
た
場
合
、
国
家
は
そ
の
保
護
義
務

と
し
て
、
司
法
、
行
政
、
立
法
、
そ
の

他
し
か
る
べ
き
手
段
を
通
じ
て
、
被
害

者
が
実
効
的
な
救
済
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
原
則
二

五
）。
救
済
の
対
象
は
領
域
内
お
よ
び

／
ま
た
は
管
轄
内
で
生
じ
た
侵
害
で
あ

り
、
自
国
に
拠
点
の
あ
る
企
業
に
よ
る

国
外
で
の
侵
害
も
含
ま
れ
る
。
救
済
の

具
体
的
な
形
と
し
て
は
、
謝
罪
、
原
状

回
復
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
金
銭

ま
た
は
金
銭
で
な
い
形
で
の
補
償
、
処

罰
（
刑
事
罰
や
行
政
罰
）、
そ
し
て
行

為
停
止
命
令
と
い
っ
た
侵
害
行
為
の
防

止
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
救
済
を
利
用

す
る
た
め
の
手
続
と
し
て
定
着
し
た
も

の
は
「
苦
情
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
呼

ば
れ
る
。
こ
れ
に
は
国
家
に
よ
る
も
の

も
、
国
家
以
外
に
よ
る
も
の
も
、
ま
た

司
法
的
な
も
の
も
、
そ
う
で
な
い
も
の

も
含
ま
れ
る
。

●
指
導
原
則
の
形
成
と
そ
の
背
景

指
導
原
則
は
、
国
連
加
盟
国
が
初
め

て
承
認
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
に

関
す
る
国
際
文
書
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
六
月
の
国
連
人
権
理
事
会
の
承
認
の

背
景
に
は
、
約
三
〇
年
に
渡
る
国
連
で

の
議
論
が
あ
り
、
指
導
原
則
は
、「
待

ち
に
待
っ
た
成
立
」
だ
っ
た
。

⑴
指
導
原
則
の
形
成
過
程

国
連
が
企
業
へ
の
関
心
を
高
め
た
の

は
、
第
三
世
界
へ
先
進
国
企
業
が
進
出

し
始
め
た
一
九
六
〇
年
代
で
あ
る
。
多

国
籍
企
業
の
経
済
力
と
技
術
の
先
進
性

か
ら
、
受
入
国
、
特
に
第
三
世
界
諸
国

は
、
当
初
、
自
国
の
発
展
に
貢
献
す
る

も
の
と
し
て
そ
の
進
出
を
奨
励
し
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
七
二
年
に
チ
リ
の

ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
成
立
阻
止
を
狙
っ
た

企
業
に
よ
る
政
治
介
入
事
件
が
生
じ
る

と
、
第
三
世
界
諸
国
の
多
国
籍
企
業
へ

の
不
信
が
高
ま
り
始
め
た
。
多
国
籍
企

業
の
活
動
を
規
制
す
る
国
際
基
準
を
要

求
す
る
途
上
国
・
社
会
主
義
諸
国
と
、

国
有
化
に
対
す
る
補
償
な
ど
好
ま
し
い

投
資
環
境
確
立
を
目
指
す
先
進
国
と
の

意
見
の
相
違
を
背
景
と
し
た
多
国
間
取

組
み
が
進
め
ら
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍

企
業
行
動
綱
領
（
一
九
七
六
年
）
や
Ｉ

Ｌ
Ｏ
多
国
籍
企
業
お
よ
び
社
会
政
策
に

関
す
る
原
則
の
三
者
宣
言
（
一
九
七
七

年
）
な
ど
の
国
際
文
書
が
採
択
さ
れ

た
。
第
三
世
界
諸
国
が
多
数
派
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
国
連
で
も
「
多

国
籍
企
業
に
関
す
る
国
連
行
動
綱
領
」

案
の
検
討
が
一
九
七
五
年
に
開
始
さ
れ

た
が
、
先
進
国
と
途
上
国
の
対
立
の
な

か
議
論
は
難
航
し
、
一
九
九
〇
年
に
よ

う
や
く
最
終
草
案
が
完
成
す
る
も
、
最

終
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
ず
、

九
二
年
七
月
に
非
公
式
な
が
ら
廃
案
と

な
っ
た
。

一
方
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
旧
国
連

人
権
小
委
員
会
（
個
人
資
格
の
専
門
家

に
よ
る
委
員
会
）
で
は
多
国
籍
企
業
と

人
権
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
る
形
で
研

究
と
議
論
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年

に
「
人
権
に
関
す
る
多
国
籍
企
業
お
よ
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び
他
の
企
業
の
責
任
に
関
す
る
規
範
」

（
以
下
、
人
権
規
範
）
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
人
権
規
範
で
は
、
第
一
に
国
家
の

義
務
を
確
認
し
た
う
え
で
、
企
業
が
、

そ
の
活
動
お
よ
び
影
響
の
範
囲
内
で
、

国
際
法
お
よ
び
国
内
法
で
認
め
ら
れ
た

人
権
を
保
障
す
る
義
務
を
負
う
と
し

た
。
そ
の
義
務
内
容
は
環
境
や
消
費
者

の
保
護
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
企
業
に
よ

る
義
務
履
行
を
確
保
す
る
た
め
国
連
に

よ
る
企
業
活
動
の
定
期
的
な
監
視
や
検

証
を
規
定
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、人
権
規
範
を
め
ぐ
っ
て
、

企
業
の
強
い
反
対
や
先
進
国
を
中
心
に

慎
重
論
が
主
張
さ
れ
、
推
進
を
訴
え
る

市
民
社
会
側
と
の
間
に
、
深
い
意
見
対

立
が
生
じ
た
。旧
国
連
人
権
委
員
会（
国

家
代
表
か
ら
な
る
委
員
会
）
は
、
二
〇

〇
四
年
決
議
に
お
い
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
」の
重
要
性
は
認
め
る
も
の
の
、

人
権
規
範
を
承
認
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
対
立
を
打
開
す
る
た

め
、
二
〇
〇
五
年
、
旧
国
連
人
権
委
員

会
は
、
国
連
事
務
総
長
に
特
別
代
表
を

任
命
す
る
よ
う
要
請
し
、
人
権
規
範
に

代
わ
る
新
た
な
規
範
作
成
が
着
手
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
総
長
特
別
代

表
に
任
命
さ
れ
た
国
際
政
治
学
者
ジ
ョ

ン
・
ラ
ギ
ー
は
、
加
盟
国
政
府
は
も
ち

ろ
ん
、
企
業
や
業
界
団
体
、
市
民
社
会
、

労
働
組
合
、
投
資
機
関
な
ど
幅
広
い
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
対
話
を
重
ね
、
理

解
や
支
持
を
得
な
が
ら
草
案
を
作
成
し

て
い
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
「
保
護
、

尊
重
、
救
済
」
枠
組
、
二
〇
一
一
年
に

指
導
原
則
が
国
連
人
権
理
事
会
（
二
〇

〇
六
年
に
国
連
人
権
委
員
会
を
改
組
し

て
設
立
）
で
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

⑵
指
導
原
則
成
立
の
意
味

指
導
原
則
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ

り
、
国
際
社
会
に
何
が
も
た
ら
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
国
家
・
企
業
側
と
市
民
社

会
側
の
間
の
硬
直
化
し
た
対
立
関
係
の

打
開
で
あ
る
。
国
家
と
同
様
の
義
務
を

企
業
に
課
そ
う
と
す
る
人
権
規
範
は
、

国
際
的
な
規
制
に
消
極
的
な
国
家
・
企

業
側
と
積
極
的
な
市
民
社
会
側
の
間
に

大
き
な
溝
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
状
況
下
に
任
命
さ
れ
た
国
連

事
務
総
長
特
別
代
表
は
、
こ
の
硬
直
的

な
対
立
を
打
開
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
」
と
い
う
重
要
課
題
に
対
し
新
た
な

プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
よ
う
期
待
さ
れ

た
。
新
た
な
法
的
義
務
を
創
設
せ
ず
、

ま
た
協
議
を
重
視
し
た
指
導
原
則
は
、

政
府
、
国
際
機
関
、
企
業
、
そ
し
て
市

民
社
会
か
ら
も
支
持
を
得
た
。

第
二
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期

待
や
行
動
を
収
斂
す
る
よ
う
な
権
威
あ

る
枠
組
の
成
立
で
あ
る
。
企
業
の
人
権

責
任
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
取
組
み
が
存
在
す
る
一

方
、
そ
れ
ら
は
断
片
的
で
、
一
貫
性
を

欠
き
、
ま
た
相
互
を
補
完
す
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
も
な
か
っ
た
。
国
際
社
会
に

は
一
九
三
の
国
連
加
盟
国
が
存
在
し
、

そ
の
な
か
で
八
万
も
の
多
国
籍
企
業
、

そ
の
一
〇
倍
の
子
会
社
や
国
内
企
業
、

中
小
企
業
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
に
多
様
な
企
業
す
べ
て
に
通
用
す
る

型
を
提
示
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
目

指
す
べ
き
共
通
の
方
向
性
を
示
す
枠
組

は
必
要
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

●
指
導
原
則
の
展
開

指
導
原
則
は
、前
述
の
よ
う
に
政
府
、

企
業
、
労
働
組
合
、
市
民
社
会
、
学
界

な
ど
幅
広
い
セ
ク
タ
ー
か
ら
支
持
を
得

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
連
人
権
理
事
会

承
認
以
後
、
国
連
シ
ス
テ
ム
内
は
も
ち

ろ
ん
、
欧
州
、
米
州
、
ア
フ
リ
カ
、
ア

ジ
ア
な
ど
地
域
レ
ベ
ル
お
よ
び
各
国
レ

ベ
ル
、さ
ら
に
民
間
レ
ベ
ル
に
普
及
し
、

活
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

⑴ 

国
連
シ
ス
テ
ム
で
の
展
開

加
盟
国
の
承
認
を
得
た
こ
と
で
、
指

導
原
則
は
国
連
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
広

く
活
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
指
導
原
則

の
承
認
後
、
国
連
人
権
理
事
会
は
「
人
権

お
よ
び
多
国
籍
企
業
な
ら
び
に
そ
の
他

の
企
業
の
問
題
に
関
す
る
作
業
部
会
」
を

設
置
し
た
。
作
業
部
会
は
、
モ
ン
ゴ
ル
や

ア
メ
リ
カ
な
ど
加
盟
国
を
訪
問
し
、
政
府

お
よ
び
企
業
に
対
し
指
導
原
則
に
基
づ

き
勧
告
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
国
家
、
企

業
、
市
民
社
会
が
指
導
原
則
の
実
施
に
つ

い
て
学
び
合
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
連
人
権
理
事
会
で

は
、
指
導
原
則
に
基
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ

地
域
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
入
植
に
関

与
し
た
企
業
一
三
社
が
批
判
さ
れ
勧
告

を
受
け
、
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
投
資
に

関
し
て
も
政
府
が
保
護
義
務
を
果
た
す

よ
う
勧
告
を
受
け
た
。
加
え
て
、
人
権
条

約
の
実
施
機
関
で
も
指
導
原
則
は
援
用

さ
れ
て
お
り
、
受
入
国
だ
け
で
な
く
本
国

に
対
し
、
そ
の
企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
を

防
止
し
、
被
害
者
、
特
に
先
住
民
族
に
救

済
を
保
障
す
る
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告

を
出
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
権
シ
ス
テ
ム
に
加
え

て
、
国
連
事
務
総
長
は
、
開
発
、
投
資
・

貿
易
、
平
和
構
築
・
安
全
保
障
、
人
道

支
援
、
労
働
と
い
っ
た
国
連
の
活
動
分

野
に
指
導
原
則
を
組
み
込
む
必
要
が
あ

る
と
し
、
例
え
ば
、
国
連
が
協
力
企
業

を
決
定
す
る
際
に
用
い
る
「
国
連
と
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
の
協
力
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
指
導
原
則
を
盛
り
込
み
更
新
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

⑵ 

地
域
、
国
レ
ベ
ル
で
の
普
及
と
実
施

地
域
レ
ベ
ル
で
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

ビジネスと人権に関する国連指導原則の形成と展開
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Ｕ
）
が
指
導
原
則
の
普
及
と
実
施
を
Ｃ

Ｓ
Ｒ
戦
略
の
一
環
と
し
て
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
は
、
責
任
あ

る
企
業
活
動
を
、
持
続
可
能
な
発
展
と

競
争
力
あ
る
社
会
市
場
経
済
の
実
現
に

貢
献
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
二
〇
一

一
年
一
〇
月
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
新
戦
略
（
二
〇

一
一
〜
一
四
年
）
を
発
表
し
た
。
そ
の

重
点
項
目
の
ひ
と
つ
が
欧
州
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
橋
渡
し
で

あ
り
、
指
導
原
則
の
実
現
を
加
盟
国
政

府
、
企
業
、
市
民
社
会
に
求
め
た
。
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
第
一
に
Ｅ
Ｕ
レ
ベ

ル
に
お
い
て
指
導
原
則
が
十
分
に
理
解

さ
れ
遵
守
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
と
と

も
に
、
第
二
に
対
外
的
な
取
組
み
を
通

じ
て
実
施
を
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
委
員
会
自
ら
が

二
〇
一
二
年
内
に
指
導
原
則
の
産
業
別

お
よ
び
中
小
企
業
向
け
の
ガ
イ
ド
を
作

成
し
、
Ｅ
Ｕ
の
優
先
施
策
を
策
定
、
定

期
的
な
進
捗
報
告
書
を
公
表
す
る
こ
と

と
し
、
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
企
業
に
対
し
指
導

原
則
上
の
人
権
尊
重
責
任
を
果
た
す
こ

と
、
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
対
し
指
導

原
則
を
実
施
す
る
た
め
の
国
別
行
動
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
加
盟

国
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
初
と
な
る
国

別
行
動
計
画
を
二
〇
一
三
年
九
月
に
発

表
し
、
続
い
て
オ
ラ
ン
ダ
が
一
二
月
に

発
表
し
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
は
、
二

〇
一
三
年
に
情
報
通
信
技
術
、
石
油
・

ガ
ス
、
お
よ
び
人
材
派
遣
の
三
業
種
お

よ
び
中
小
企
業
向
け
の
ガ
イ
ド
を
作
成

し
た
。
こ
れ
ら
ガ
イ
ド
は
、
先
ほ
ど
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
則
っ
た
も
の
で
、
域
内

で
の
指
導
原
則
の
理
解
を
進
め
る
と
と

も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
適
用
で
き
る
内

容
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
外
の
企
業
に
対
し
て

指
導
原
則
の
履
行
を
促
し
て
い
る
。

⑶ 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
導
入
と

そ
の
実
施

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
世
界
的
な
広
が
り
と
と
も

に
、
国
際
・
地
域
・
国
内
レ
ベ
ル
、
民

間
・
政
府
レ
ベ
ル
な
ど
の
垣
根
を
越
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
な
か
に
、指
導
原
則
の
「
企

業
の
人
権
尊
重
責
任
」
の
内
容
が
組
み

込
ま
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、ISO

26000

で
は
二
〇
一
〇
年
の
発
行
に
向
け
た
起

草
過
程
の
段
階
で
国
連
枠
組
を
組
み
込

み
、
ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企
業
行
動

指
針
で
は
二
〇
一
一
年
改
正
時
に
指
導

原
則
の
内
容
を
新
設
し
た
第
四
章
「
人

権
」
に
組
み
込
ん
だ
。
二
〇
一
四
年
一

月
か
ら
適
用
さ
れ
た
赤
道
原
則
（
金
融

機
関
が
大
規
模
な
開
発
・
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
案
件
の
融
資
判
断
を
行
う
際
に
社

会
や
環
境
に
与
え
る
影
響
を
十
分
配
慮

す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
第
三

版
に
も
指
導
原
則
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

そ
の
前
文
で
は
、
金
融
機
関
の
役
割
と

し
て
赤
道
原
則
に
取
組
み
、
責
任
あ
る

環
境
管
理
と
社
会
発
展
を
促
進
す
る
な

か
で
、
自
ら
の
人
権
尊
重
責
任
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

●
む
す
び
に
か
え
て

指
導
原
則
は
、
こ
れ
ま
で
多
様
に
展

開
さ
れ
て
き
た
「
人
権
課
題
に
対
す
る

企
業
の
責
任
と
は
何
か
」
の
議
論
に
一

定
の
方
向
を
与
え
、
企
業
の
遵
守
す
べ

き
最
低
限
の
基
準
と
し
て
国
際
人
権
基

準
を
、
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
人
権

方
針
の
策
定
、人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
お
よ
び
是
正
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
示

し
た
。
そ
し
て
、
指
導
原
則
は
、
加
盟

国
の
承
認
を
得
た
こ
と
で
、
国
連
シ
ス

テ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｅ
Ｕ
、

各
国
政
府
、
企
業
や
市
民
社
会
な
ど
民

間
セ
ク
タ
ー
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
そ

の
実
施
内
容
は
多
角
的
で
あ
り
、
国
家

に
対
し
て
保
護
義
務
を
問
う
も
の
、
企

業
に
対
し
て
直
接
責
任
を
問
う
も
の
も

あ
れ
ば
、
そ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

あ
る
投
資
家
、
消
費
者
、
地
域
住
民
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
取
引
先
で
あ
る
他
社
を
通
じ

て
働
き
か
け
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
指
導
原
則
の
普
及
と
実
施
は
越
境

的
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
展
開

を
受
け
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
は
指
導
原
則
の
現
場

で
の
実
効
性
で
あ
る
。
世
界
中
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
企
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
な
か
で
、
い
か
に
人
権
侵
害
を
阻

止
し
、
い
か
に
被
害
者
を
救
済
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
指
導
原
則
の
意
義

が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

（
す
が
わ
ら　

え
み
／
大
阪
経
済
法
科
大

学
法
学
部
助
教
）
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